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『
万
葉
集
』
の
渡
来
系
氏
族

─
梅
花
宴
を
例
と
し
て
─

梶
川
信
行

一

　
『
万
葉
集
』
に
は
数
多
く
の
渡
来
系
氏
族
の
人
が
登
場
す
る
。
そ
の
認

定
に
は
異
説
も
多
く
、
人
数
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
だ
が
、
概
ね
五
十

人
ほ
ど
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、『
万
葉
集
』
に
登
場
す
る
人
名
の
総

数
も
、
か
な
り
の
誤
差
が
見
込
ま
れ
る
が
、
伝
説
の
主
人
公
な
ど
を
除

き
、
実
在
し
た
人
は
六
百
人
余
り
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
渡
来
系
氏
族

の
人
は
全
体
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
法
務
省
の
統
計

に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
五
年
ま
で
の
十
年
間
に
、
日
本
に
帰
化
し
た
人
は

十
三
万
人
余
り
。
総
人
口
の
約
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い
。
古
代

の
渡
来
及
び
帰
化
は
数
百
年
に
わ
た
る
も
の
な
の
で
、
も
ち
ろ
ん
単
純
な

比
較
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
か
な
り
重

い
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

彼
ら
が
『
万
葉
集
』
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、『
万
葉
集
』
が
形
成
さ
れ
る
母
胎
の
一
つ
と
な
っ
た
八
世
紀

の
律
令
官
人
た
ち
の
宴
席
の
場
で
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
の
か
。
古
代
に
お
け
る
歌
文
化
の
実
態
と
、『
万
葉
集
』
の
形
成
を
考

え
る
上
で
、
そ
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。

　

と
り
わ
け
、
大
宰
府
に
お
け
る
大
伴
旅
人
の
周
辺
に
は
、
百
済
系
渡
来
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氏
族
の
出
身
者
が
多
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ

る（
１
）の

だ
が
、
本
稿
で
は
、
天
平
二
年
（
七
三
○
）
正
月
、
大
宰
帥
の
邸
宅

で
行
な
わ
れ
た
梅
花
宴
（
巻
五
・
八
一
五
～
八
四
六
）
に
出
席
し
た
渡
来
系

氏
族
の
人
々
に
注
目
し
、
そ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

　

略
称
の
人
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
厳
密
な
数
字
を
出
す
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
議
論
の
分
か
れ
る
人
を
も
含
め
る
と
、

渡
来
系
の
可
能
性
が
あ
る
人
は
十
指
に
余
る
。
そ
う
し
た
彼
ら
の
歌
々
に

注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
平
期
の
歌
の
場
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
こ
で
彼
ら
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
、
そ

の
点
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
そ
う
し
た
考
察
を
通
し
て
、

『
万
葉
集
』
の
形
成
に
関
す
る
一
つ
の
側
面
も
浮
き
彫
り
に
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

二

　

そ
の
出
席
者
は
、
以
下
の
三
十
二
人
で
あ
る
。
彼
ら
は
官
位
と
職
制
に

基
づ
き
、
Ａ
上
座
（
巻
五
・
八
一
五
～
八
二
二
）、
Ｂ
陪
席
（
巻
五
・
八
二
三

～
八
二
七
）、
Ｃ
下
座
（
巻
五
・
八
二
八
～
八
四
六
）
に
分
け
ら
れ
て
、
そ

の
席
が
与
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る（
２
）。

　

Ａ
大
弐
紀
卿　
　
　
　
　

少
弐
小
野
大
夫　
　
　

少
弐
粟
田
大
夫

　
　

筑
前
守
山
上
大
夫　
　

豊
後
守
大
伴
大
夫　
　

筑
後
守
葛
井
大
夫

　
　

笠
沙
彌　
　
　
　
　
　

主
人

　

Ｂ
大
監
伴
氏
百
代　
　
　

少
監
阿
氏
奥
嶋　
　
　

少
監
土
氏
百
村

　
　

大
典
史
氏
大
原　
　
　

少
典
山
氏
若
麻
呂

　

Ｃ
大
判
事
丹
氏
麻
呂　
　

薬
師
張
氏
福
子　
　
　

筑
前
介
佐
氏
子
首

　
　

壱
岐
守
板
氏
安
麻
呂　

神
司
荒
氏
稲
布　
　
　
大
令
史
野
氏
宿
奈
麻
呂

　
　

少
令
史
田
氏
肥
人　
　

薬
師
高
氏
義
通　
　
　

陰
陽
師
礒
氏
法
麻
呂

　
　

算
師
志
氏
大
道　
　
　

大
隅
目
榎
氏
鉢
麻
呂　

筑
前
目
田
氏
真
上

　
　

壱
岐
目
村
氏
彼
方　
　

対
馬
目
高
氏
老　
　
　

薩
摩
目
高
氏
海
人

　
　

土
師
氏
御
道　
　
　
　

小
野
氏
国
堅　
　
　
　

筑
前
掾
門
氏
石
見

　
　

小
野
氏
淡
理

　

渡
来
系
氏
族
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
者
と
、
渡
来
系
で
あ
ろ
う
と
す

る
説
の
あ
る
者
に
は
傍
線
を
付
し
た
が
、
彼
ら
が
本
稿
の
検
討
対
象
と
な

る
。

　

Ａ
の
グ
ル
ー
プ
八
人
の
中
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
筑
前
守
の
山
上
大

夫
、
す
な
わ
ち
憶
良
に
渡
来
人
説
が
あ
る（
３
）。

し
か
し
、
憶
良
渡
来
人
説
に

は
異
説
も
あ
り（
４
）、

小
稿
で
扱
う
に
は
議
論
の
経
過
が
複
雑
に
過
ぎ
る
。
論

旨
が
拡
散
し
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
今
回
は
考
察
の
対
象
と
は
し



『万葉集』の渡来系氏族─ 47 ─

な
い
。
と
い
う
こ
と
で
、
渡
来
系
氏
族
の
人
と
し
て
検
討
す
べ
き
対
象
と

な
る
の
は
、
筑
後
守
の
葛
井
大
夫
一
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
（
七
二
○
）
五
月
条
に
、「
白
猪
史
の
氏
を
改

め
て
葛
井
連
の
姓
を
賜
ふ
」
と
見
え
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
欽
明
天
皇

三
十
年
（
五
七
○
）
春
四
月
条
に
は
、

胆
津
、
白
猪
田
部
の
丁
者
を
検
へ
閲
て
、
詔
の
依
に
籍
を
定
む
。
果

し
て
田
戸
を
成
す
。
天
皇
、
胆
津
が
籍
を
定
め
し
功
を
嘉
し
て
、
姓

を
賜
ひ
て
白
猪
史
と
し
、
尋
ぎ
て
田
令
に
拝
け
た
ま
ひ
、
瑞
子
が
副

と
し
た
ま
ふ
。

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
の
欽
明
天
皇
三
十
年
（
五
六
九
）

正
月
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
胆
津
は
王
辰
爾
の
甥
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

葛
井
連
氏
は
百
済
系
の
渡
来
氏
族
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
六
世
紀
に

は
す
で
に
渡
来
し
て
い
た
氏
族
で
あ
っ
た
。

　
『
新
撰
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
下
）
に
よ
れ
ば
、
葛
井
連
氏
は
河
内
国
志

紀
郡
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
。
先
進
の
学
問
を
伝
え
た
家
柄
で
あ
っ
た
と

さ
れ
る（
５
）。

確
か
に
、
葛
井
連
氏
に
は
、
知
的
エ
リ
ー
ト
が
多
い
。
た
と
え

ば
、『
万
葉
集
』
は
葛
井
連
広
成
の
名
を
伝
え
る
（
巻
六
・
九
六
二
）
が
、

こ
の
人
に
は
『
経
国
集
』（
巻
二
十
）
に
、「
白
広
成
」
の
名
で
対
策
文
二

篇
が
あ
る
。
そ
の
対
策
文
に
よ
っ
て
式
部
省
の
秀
才
の
試
験
に
合
格
し
、

官
人
と
し
て
出
身
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
懐
風
藻
』
に
、
漢
詩
二
首
（
一

一
九
、
一
二
〇
）
も
残
す
。
ま
た
、
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
正
月
の
雪
の

肆
宴
に
は
、
諸
会
（
巻
十
七
・
三
九
二
五
）
の
姿
が
見
え
る
。
広
成
同
様
、

『
経
国
集
』
に
対
策
文
二
篇
を
残
す
文
章
家
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
天

平
八
年
（
七
三
六
）
の
遣
新
羅
使
一
行
に
は
子
老
が
お
り
、『
万
葉
集
』

に
長
歌
（
巻
十
五
・
三
六
九
一
～
三
六
九
二
）
が
あ
る
。

　

大
成
は
旅
人
の
帰
京
後
、
わ
ざ
わ
ざ
悲
嘆
す
る
歌
（
巻
四
・
五
七
六
）

を
な
し
て
い
る
。
題
詞
に
は
単
に
「
作
歌
」
と
あ
り
、「
贈
」
と
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、『
万
葉
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
伴
家
に
届
け

ら
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
文
人
的
な
旅
人
と
、
歌
を
通
じ
た
交
流
の

あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
文
雅
を
好
む
人
物
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
Ｂ
の
グ
ル
ー
プ
五
人
の
中
で
は
、
大
典
の
史
氏
大
原
が
渡
来
系
で

あ
ろ
う（
６
）。「
史
氏
」
は
史
戸
氏
と
見
ら
れ
る（
７
）が
、『
新
撰
姓
氏
録
』（
摂
津

国
諸
蕃
）
に
よ
れ
ば
、
百
済
の
都
で
あ
っ
た
漢
城
の
人
漢
氏
鄭
徳
の
後
と

さ
れ
る
。
朝
廷
の
文
筆
を
掌
る
部
民
で
あ
る
史
戸
の
子
孫
と
、
そ
の
部
民

を
管
掌
し
て
い
た（
８
）。

い
わ
ゆ
る
百
済
系
の
「
古
い
帰
化
人（
９
）」

で
あ
る
。

　

大
原
は
伝
未
詳
だ
が
、
大
典
（
正
七
位
上
相
当
）
の
職
掌
は
「
文
案
を

勘
署
し
、
稽
失
を
検
へ
出
し
、
公
文
読
み
申
さ
む
こ
と
」（
職
員
令
69
）。

梅
花
宴
の
当
日
も
、
そ
の
職
掌
に
準
じ
て
、
次
々
と
披
露
さ
れ
る
歌
を
記
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録
す
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（1
（

。
大
原
は
、
そ
の
役
割
に
ふ
さ
わ

し
い
氏
族
の
出
身
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
に
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
少
典
山
氏
若
麻
呂
も
渡
来
系
で
あ
る
。
天
平
二
年
（
七
三
○
）

六
月
、
大
伴
旅
人
が
枕
席
に
疾
苦
し
、
遺
言
を
し
よ
う
と
し
た
時
に
、
同

族
の
稲
公
と
胡
麻
呂
が
大
宰
府
に
下
向
し
て
い
る
が
、
そ
の
帰
京
に
あ

た
っ
て
の
宴
席
で
、
少
典
（
正
八
位
上
相
当
）
の
山
口
忌
寸
若
麻
呂
が
歌

を
な
し
て
い
る
（
巻
四
・
五
六
七
）。
山
氏
若
麻
呂
が
こ
の
人
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
実
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
忌
寸
は
渡
来
系
氏
族
に
与
え
ら
れ
た
姓
だ
が
、『
新

撰
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
）
に
よ
れ
ば
、
若
麻
呂
を
生
ん
だ
山
口
氏
は
、

倭
漢
氏
の
一
支
族
と
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
古
い
帰
化
人
」
だ
が
、

正
史
に
登
場
す
る
の
は
、『
続
日
本
紀
』
和
銅
七
年
（
七
一
四
）
閏
二
月

条
の
兄
人
が
嚆
矢
。
木
曽
路
の
開
通
に
関
わ
る
褒
賞
で
あ
っ
た
。

　
『
続
日
本
紀
』
に
は
ほ
か
に
、
大
麻
呂
・
佐
美
（
沙
彌
）
麻
呂
・
田
主
・

人
麻
呂
・
家
足
と
い
っ
た
山
口
忌
寸
氏
の
人
の
名
が
見
え
る
。
大
麻
呂
は

文
武
四
年
（
七
○
○
）
六
月
、
大
宝
律
令
の
撰
定
メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し

て
、
そ
の
名
が
見
え
る
。
ま
た
田
主
は
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
正
月
、

佐
為
王
ら
と
と
も
に
、
皇
太
子
の
教
育
係
の
一
人
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。

『
家
伝
下
』（
武
智
麻
呂
伝
）
に
神
亀
の
頃
の
暦
算
の
名
家
と
も
見
え
、『
続

紀
』
養
老
五
年
（
七
二
一
）
正
月
条
に
は
、「
笇
術
（
算
術
）」
の
山
口
忌

寸
田
主
と
さ
れ
る
。
当
時
の
名
立
た
る
文
人
・
学
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

ま
た
人
麻
呂
は
、
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
正
月
、
遣
新
羅
使
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
口
忌
寸
氏
は
葛
井
連
氏
と
同
様
、
知
的

エ
リ
ー
ト
を
し
ば
し
ば
輩
出
し
た
家
柄
で
あ
っ
た
。

　

Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
、
渡
来
系
氏
族
と
見
ら
れ
る
人
が
多
い
。
ま
ず
は

薬
師
の
張
氏
福
子
で
あ
る
。
こ
れ
も
『
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
）
に
よ
れ

ば
、
張
氏
は
後
漢
霊
帝
の
裔
。
福
子
は
一
般
に
、『
家
伝
下
』
に
「
方

士
」
と
し
て
そ
の
名
の
見
え
る
張
福
子
だ
と
さ
れ
る
。
薬
・
医
術
の
知
識

を
持
つ
学
者
で
あ
っ
た（

（1
（

。
系
譜
は
不
明
だ
が
、『
続
紀
』
に
は
唐
人
・
渤

海
人
な
ど
に
張
姓
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
現
代
の
韓
国
・
北
朝
鮮
に
も
張

姓
が
存
在
す
る
。
漢
系
か
半
島
系
か
は
不
明
だ
が
、
渡
来
系
で
あ
っ
た
こ

と
に
は
違
い
あ
る
ま
い（

（1
（

。

　

次
に
、
壱
岐
守
の
板
氏
安
麻
呂
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
に
、『
令
集

解
』（
学
令
書
学
生
条
）
の
「
古
記
」
に
「
神
亀
二
年
三
月
十
四
日
、
太
政

官
処
分
貢
書
生
者
板
茂
連
安
麻
呂
」
と
見
え
る
安
麻
呂
と
同
一
人
と
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。
確
か
に
、
時
期
と
官
位
に
矛
盾
は
な
く
、
そ
の
可
能
性
は
極
め

て
高
い
。

　
『
続
紀
』
に
よ
れ
ば
、
板
茂
（
板
持
と
も
）
氏
は
、
養
老
三
年
（
七
一

九
）
五
月
に
連
の
姓
を
授
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
板
持
史
で

あ
っ
た
。
書
記
を
職
掌
と
す
る
家
柄
で
あ
る
。『
姓
氏
録
』（
河
内
国
諸
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蕃
）
に
伊
吉
連
と
同
租
と
あ
り
、
長
安
の
人
劉
家
楊
雍
の
後
裔
と
さ
れ
る

渡
来
系
氏
族
。
安
麻
呂
に
つ
い
て
は
、『
続
紀
』
天
平
七
年
（
七
三
五
）

九
月
条
に
、
従
六
位
下
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に

知
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

少
令
史
の
田
氏
肥
人
は
、
筑
前
目
の
田
氏
真
上
と
一
緒
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
同
族
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
誤

解
の
な
い
よ
う
に
、
同
じ
略
称
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
田

辺
氏
・
田
口
氏
・
田
中
氏
な
ど
が
「
田
氏
」
の
候
補
と
な
る
が
、
田
氏
真

上
に
つ
い
て
は
田
辺
史
真
上
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
が
あ
る（

（1
（

。
真
上
は
天
平

十
七
年
（
七
四
五
）
十
月
に
、「
諸
陵
大
允
従
六
位
上
」
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る（

（1
（

が
、『
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
下
）
に
よ
れ
ば
、
田
辺
氏
は
漢

王
の
後
裔
の
知
摠
か
ら
出
た
と
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
真
上
は
漢
系
の
渡

来
氏
族
の
出
身
で
あ
り
、
や
は
り
文
筆
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
筑
前
目
は
従
八
位
下
相
当
の
官
だ
か
ら
、
も
し
田
辺
真
上
だ

と
す
る
と
、
こ
の
人
は
十
五
年
間
で
九
階
昇
進
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

異
例
の
出
世
で
あ
り
、
可
能
性
は
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
は
言

え
、『
万
葉
集
』
に
は
福
麻
呂
・
秋
庭
と
い
っ
た
田
辺
氏
の
人
た
ち
が
登

場
す
る
。
肥
人
に
つ
い
て
も
一
応
、
田
辺
氏
で
あ
る
可
能
性
を
探
っ
て
お

く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

次
に
薬
師
の
高
氏
義
通
だ
が
、
こ
れ
も
対
馬
目
の
高
氏
老
、
薩
摩
目
の

高
氏
海
人
と
一
緒
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
代
に
お
い
て
、「
高
」

の
つ
く
姓
は
高
丘
・
高
階
・
高
田
・
高
野
・
高
橋
・
高
向
・
高
安
な
ど
、

数
多
く
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
海
人
の
歌
は
対
馬
目
の
高
氏
老
の
歌

（
巻
五
・
八
四
一
）
の
次
に
置
か
れ
、
同
じ
記
名
形
式
で
、
薩
摩
目
高
氏
海

人
と
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
区
別
す
る
必
要
が
な
く
、
同
族
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
同
じ
形
式
で
並
べ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
○
）
四
月
条
に
、「
正
六
位
上
高

向
村
主
老
に
外
従
五
位
下
を
授
く
」
と
す
る
記
事
が
見
え
る
。
高
氏
老
と

は
、
こ
の
高
向
村
主
老
で
は
な
い
か
と
す
る
説（

（1
（

が
あ
る
。
近
年
も
、
そ
れ

を
肯
定
的
に
受
け
と
め
て
い
る
注
釈
書
が
多
い（

（1
（

。
少
初
位
上
相
当
の
対
馬

目
か
ら
異
例
の
出
世
を
遂
げ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
海

人
も
高
向
氏
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

高
向
村
主
氏
は
『
新
撰
姓
氏
録
』（
右
京
諸
蕃
）
に
、
魏
の
武
帝
の
太

子
、
文
帝
よ
り
出
た
と
さ
れ
る
。
同
じ
く
『
姓
氏
録
』（
未
定
雑
姓
）
に

は
、
呉
の
国
、
小
君
王
の
後
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
続
群
書
類

従
』（
巻
百
八
十
五
）
所
収
の
『
坂
上
系
図
』
に
引
く
姓
氏
録
逸
文
に
は
、

高
向
村
主
氏
の
祖
は
阿
智
王
と
と
も
に
渡
来
し
た
七
姓
漢
人
の
一
と
も
さ

れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
の
末
裔
で
あ
っ

た
。

　

義
通
は
「
薬
師
」
と
さ
れ
、
典
薬
関
係
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
人
で
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あ
っ
た
。
大
宰
府
の
官
人
た
ち
の
職
掌
に
関
す
る
規
定
（
職
員
令
69
）
の

中
に
「
医
師
二
人
」
と
見
え
、「
掌
。
診
候
。
療
病
。」
と
さ
れ
て
い
る
。

中
央
で
は
典
薬
寮
の
職
掌
だ
が
、
そ
の
「
医
師
」
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

『
書
紀
』
の
天
智
十
年
（
六
七
○
）
正
月
条
に
よ
れ
ば
、
白
村
江
に
お
け

る
敗
戦
で
、
大
挙
渡
来
し
た
百
済
人
た
ち
の
中
に
、
鬼
室
集
信
や
徳
頂
上

の
よ
う
に
、「
薬
を
解
れ
り
」
と
い
う
理
由
で
重
用
さ
れ
た
人
が
多
い
。

そ
の
点
か
ら
も
、
義
通
が
渡
来
系
の
高
向
氏
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

　

最
後
に
算
師
の
志
氏
大
道
だ
が
、『
家
伝
下
』
に
「
暦
算
」
の
専
門
家

と
し
て
志
紀
連
大
道
の
名
が
見
え
る
。
算
師
の
大
道
は
、
こ
の
人
に
違
い

あ
る
ま
い
。

　

志
紀
連
は
、『
新
撰
姓
氏
録
』（
大
和
国
神
別
）
に
神
饒
速
日
命
の
孫
、

日
子
湯
支
命
の
後
裔
と
さ
れ
る
。
そ
の
本
拠
地
は
河
内
国
志
紀
郡
志
紀

郷
。
現
在
の
藤
井
寺
市
内
の
国
府
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
る（

（1
（

。
渡
来
系

支
族
の
多
い
土
地
柄
だ
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
志
紀
氏
は
西
漢
系
の
帰

化
人
、
す
な
わ
ち
百
済
系
の
氏
族
で
あ
ろ
う
と
す
る
説
も
あ
る（

（1
（

。
し
か

し
、
志
紀
連
の
人
物
は
ほ
か
に
見
え
ず
、
積
極
的
に
渡
来
系
だ
と
す
る
史

料
は
な
い
。『
姓
氏
録
』
に
従
っ
て
、
神
饒
速
日
命
の
後
裔
と
見
た
方
が

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
、
渡
来
系
氏
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
人
は
、
葛
井
連
大

成
、
史
戸
大
原
、
山
口
忌
寸
若
麻
呂
、
張
福
子
、
板
茂
連
安
麻
呂
の
五
人

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
判
断
を
保
留
し
た
山
上
憶
良
を
別
と
し

て
、
そ
の
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
断
定
で
き
な
い
人
は
、
志
紀
連
大
道

を
除
く
五
人
で
あ
る
。
最
低
で
も
、
全
体
の
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
。
最

大
に
見
積
も
る
と
約
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
。
憶
良
を
含
め
る
と
三
四
パ
ー
セ

ン
ト
ほ
ど
と
な
る
。
海
外
へ
の
玄
関
口
と
な
っ
て
い
た
大
宰
府
と
い
う
土

地
柄
が
原
因
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
や
は
り
、
そ
の
意
味
を
き
ち
ん

と
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数
字
で
あ
ろ
う
。

三

　

梅
花
宴
が
催
さ
れ
た
の
は
、
正
月
十
三
日
。
そ
の
日
は
太
陽
暦
の
二
月

八
日
に
あ
た
る（

（2
（

。
序
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
日
は
穏
や
か
な
天
気
で
あ
っ

た
。
梅
が
満
開
と
な
り
、
香
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
同
は

庭
に
出
て
、
膝
を
突
き
合
わ
せ
て
盃
を
傾
け
た
。「
翰
苑
」（
序
文
）
を
標

榜
す
る
和
や
か
な
宴
会
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
宴
の

「
主
人
」
の
旅
人
が
一
同
に
歌
を
作
る
こ
と
を
求
め
た
の
だ
が
、
葛
井
連

大
成
は
そ
の
上
座
の
一
員
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

梅
の
花　

今
盛
り
な
り　

思
ふ
ど
ち　

挿
頭
に
し
て
な　

今
盛
り
な

り�

（
巻
五
・
八
二
○
）
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一
点
の
曇
り
も
な
く
、
こ
の
日
の
宴
席
の
め
で
た
さ
を
謳
歌
す
る
一
首

で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、「
思
ふ
ど
ち
」
と
は
気
の
合
っ
た
者
同
士
の

意
。
社
交
の
場
に
お
け
る
常
套
的
表
現
で
あ
る
。
一
同
の
中
に
親
愛
の
気

分
を
醸
成
す
る
役
割
を
持
つ
。
現
実
に
は
、
厳
然
た
る
身
分
秩
序
の
中

で
、
身
分
を
超
え
て
、
親
愛
の
気
分
を
共
有
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
思
ふ
ど
ち
」
と
い
う
表
現
が
、「
膝
を
促
け
」

（
序
文
）
と
い
う
旅
人
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確

実
で
あ
ろ
う
。
心
か
ら
の
賛
辞
か
否
か
は
別
と
し
て
、
そ
の
宴
の
目
的
を

適
切
に
捉
え
た
歌
だ
と
見
る
こ
と
は
で
き
る
。「
嫌
味
は
な
い
が
如
何
に

も
形
式
的
な
歌
だ（

（2
（

」
と
い
う
辛
口
の
評
も
あ
る
が
、
こ
う
し
た
社
交
の
場

に
ふ
さ
わ
し
い
一
首
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
、
二
句
と
五
句
と
を
繰
り
返
す
の
は
古
歌
謡
の
形
式
で
あ
り
、
そ

れ
は
音
楽
的
な
遺
風
だ
と
さ
れ
る（

（2
（

。
古
式
に
則
っ
た
う
た
い
ぶ
り
の
そ
の

歌
は
、
管
弦
と
舞
な
ど
を
伴
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
詠
出
さ
れ
た
と
想
像
す

る
向
き
も
あ
る（

（2
（

。
確
か
に
、
旅
人
は
琴
を
嗜
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る

（
巻
五
・
八
一
○
～
八
一
一
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
宴
で
管
弦
と
舞
が
披

露
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
と
は
言
え
、
そ
れ
と
歌
の
披
露
は

別
で
は
な
い
か
。
そ
の
歌
は
、
大
典
も
し
く
は
少
典
に
よ
っ
て
、
ゆ
っ
た

り
と
読
み
上
げ
ら
れ
た
の
だ
と
見
て
お
き
た
い
。

　

そ
も
そ
も
、
一
座
の
口
火
を
切
っ
た
紀
卿
の
歌
は
、

正
月
立
ち　

春
の
来
ら
ば　

か
く
し
こ
そ　

梅
を
招
き
つ
つ　

楽
し

き
終
へ
め�

（
巻
五
・
八
一
五
）

と
い
う
一
首
で
あ
っ
た
。「
楽
し
き
終
へ
め
」
と
い
う
言
挙
げ
は
、「
主

人
」
の
意
を
汲
ん
だ
開
宴
の
辞
と
し
て
、
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る（

（2
（

。
大
成
の
歌
は
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
た
〈
楽
し
さ
〉
を
謳
歌
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
紀
卿
の
提
示
し
た
こ
の
宴
の
あ
る
べ
き
姿
を
、

肯
定
的
に
受
け
と
め
た
歌
だ
と
見
て
よ
い
。
表
現
の
巧
拙
は
別
と
し
て
、

や
は
り
こ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
一
首
で
あ
っ
た
と
見
做
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

史
戸
大
原
の
歌
は
、
そ
れ
か
ら
六
人
後
に
披
露
さ
れ
た
も
の
。

う
ち
靡
く　

春
の
柳
と　

我
が
や
ど
の　

梅
の
花
と
を　

い
か
に
か

分
か
む�

（
巻
五
・
八
二
六
）

と
い
う
一
首
で
あ
る
。
上
座
で
は
、
粟
田
大
夫
（
巻
五
・
八
一
七
）
と
笠

沙
彌
（
巻
五
・
八
二
一
）
が
「
青
柳
」
を
う
た
っ
て
い
た
が
、
陪
席
で
も

直
前
の
少
監
土
氏
（
巻
五
・
八
二
五
）
が
「
青
柳
」
を
詠
ん
で
い
る
。
大
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原
の
「
柳
」
の
歌
は
、
そ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。「
梅
」
を
う
た
う

の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、「
柳
」
を
う
た
っ
た
上
司
た
ち
の
歌
を
も
意

識
し
た
一
首
で
あ
ろ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
梅
花
宴
の
歌
々
に
は
、
つ
と
に
表
現
の
連
鎖
が
認
め

ら
れ
て
来
た（

（2
（

が
、
確
か
に
陪
席
の
五
首
（
巻
五
・
八
二
三
～
八
二
七
）
に

は
、
表
現
の
対
応
と
連
鎖
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
、
初
句

が
「
梅
の
花
」
と
い
う
形
の
歌
が
三
首
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
上
座
に

あ
っ
た
少
弐
の
小
野
大
夫
と
粟
田
大
夫
の
同
じ
形
の
歌
（
巻
五
・
八
一
六
、

八
一
七
）
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、「
散
る
」
が
大
監
伴

氏
百
代
の
歌
（
巻
五
・
八
二
三
）
か
ら
少
監
阿
氏
奥
嶋
の
歌
（
巻
五
・
八
二

四
）
へ
、「
園
」
が
奥
嶋
か
ら
少
監
土
氏
百
村
の
歌
（
巻
五
・
八
二
五
）

へ
、「
柳
」
が
百
村
か
ら
大
典
史
氏
大
原
の
歌
（
巻
五
・
八
二
六
）
へ
、

「
春
」
が
大
原
の
歌
か
ら
少
典
山
氏
若
麻
呂
の
歌
（
巻
五
・
八
二
七
）
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
次
々
と
新
し
い
語
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
が
身

分
秩
序
に
基
づ
い
て
、
下
僚
の
歌
へ
と
受
け
継
が
れ
て
行
く
形
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
陪
席
の
人
た
ち
は
そ
の
表
現
を
連
鎖
さ
せ
つ
つ
、
上
座

の
歌
に
同
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宴
席
の
場
に
融
和
の
気
分
を
醸
成
し

よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
下
座
の
歌
々
に
こ
う
し
た
連
鎖
は
見

ら
れ
な
い
が
、
陪
席
の
人
た
ち
は
い
ず
れ
も
大
宰
府
の
官
人
で
あ
る
。
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
が
可
能
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
。
大
原
も
そ
の
一
人

と
し
て
、
同
調
と
融
和
を
意
識
し
た
歌
を
披
露
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

　

少
典
の
若
麻
呂
は
、
陪
席
者
の
末
席
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

若
麻
呂
は
そ
の
席
で
、
日
常
の
職
掌
に
準
じ
て
、
木
簡
に
認
め
ら
れ
て
提

出
さ
れ
た
歌
々
を
次
々
と
記
録
し
、
読
み
上
げ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る（
（2
（

。
そ
の
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
歌
を
披
露
し
て
い
る
。

春
去
れ
ば　

木
末
隠
り
て　

う
ぐ
ひ
す
そ　

鳴
き
て
去
ぬ
な
る　

梅

が
下
枝
に�

（
巻
五
・
八
二
七
）

　
「
梅
」
と
「
う
ぐ
ひ
す
」
と
い
う
取
り
合
わ
せ
だ
が
、
こ
の
宴
席
で
初

め
て
そ
う
し
た
歌
を
な
し
た
の
は
、
少
監
の
阿
氏
奥
嶋
で
あ
っ
た
。
若
麻

呂
に
と
っ
て
、
同
じ
く
陪
席
の
上
司
で
あ
る
。

梅
の
花　

散
ら
ま
く
惜
し
み　

我
が
園
の　

竹
の
林
に　

う
ぐ
ひ
す

鳴
く
も�

（
巻
五
・
八
二
四
）

と
い
う
一
首
だ
が
、
こ
の
時
「
う
ぐ
ひ
す
」
を
詠
ん
だ
の
は
、
若
麻
呂
が

二
人
目
で
あ
っ
た
。
三
人
前
に
披
露
さ
れ
た
奥
嶋
の
歌
は
、
当
然
若
麻
呂

の
記
憶
に
残
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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と
こ
ろ
が
両
者
に
は
、「
竹
の
林
」
で
「
鳴
く
」「
う
ぐ
ひ
す
」
と
、

「
梅
」
の
「
木
末
」
か
ら
「
下
枝
」
に
「
去
ぬ
」「
う
ぐ
ひ
す
」
と
い
っ
た

違
い
が
あ
る
。
内
容
的
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
奥
嶋
と
若
麻
呂
は

旅
人
の
直
属
の
部
下
と
し
て
、
旅
人
の
主
宰
す
る
雅
宴
に
伺
候
す
る
こ
と

も
、
た
び
た
び
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。「
梅
」
と
「
う
ぐ
ひ
す
」
と
い

う
取
り
合
わ
せ
が
、
宴
席
の
雅
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
か
ね
て
知
っ
て

い
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、
奥
嶋
は
事
前
に
そ
う
し
た
歌

を
用
意
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
若
麻
呂
の
歌
の
「
春
去
れ
ば
」
は
、
ど
こ
に
か
か
っ
て
行

く
の
か
、
わ
か
り
に
く
い
。「
鳴
き
て
」
で
あ
ろ
う
が
、「
木
末
隠
り
て
」

が
挟
ま
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ん
な
り
と
意
味
が
通
ら
な
い
。
こ
の
日
た

ま
た
ま
、
帥
の
邸
宅
を
訪
れ
た
ウ
グ
イ
ス
は
、「
木
末
」
に
「
隠
り
て
」

い
た
の
で
、
鳴
い
て
い
る
姿
が
見
え
な
か
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う

ち
に
、「
鳴
き
て
」「
下
枝
」
の
方
に
移
動
し
た
ら
し
い
。
そ
う
い
う
様
子

を
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
し
っ
か
り
推
敲
が
で
き
て
い
な
い
よ

う
に
も
見
え
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
若
麻
呂
は
奥
嶋
が
「
梅
」
と

「
う
ぐ
ひ
す
」
の
歌
を
詠
ん
だ
の
で
、
こ
れ
だ
と
思
っ
て
そ
の
場
で
あ
わ

て
て
創
作
し
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
そ
の
取
り
合
わ
せ
は
、
末
席
の
人
々
の
歌
に
集
中
的
に
見
ら
れ

る
。
彼
ら
は
、
梅
花
宴
以
外
『
万
葉
集
』
に
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
大
宰

府
以
外
の
官
人
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
宴
席
歌
を
詠
む
こ
と
に
、
必
ず

し
も
習
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
ら
は
奥
嶋
と
若
麻
呂
の

歌
に
よ
っ
て
、
宴
席
の
風
雅
の
一
つ
の
形
が
「
梅
」
と
「
う
ぐ
ひ
す
」
の

取
り
合
わ
せ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

大
宰
府
あ
た
り
で
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
き
始
め
る
の
は
、
三
月
一
日
頃
と
さ

れ
る（

（2
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
宴
が
開
か
れ
た
の
は
、
太
陽
暦
の
二
月
八
日
。

年
に
よ
っ
て
誤
差
は
あ
ろ
う
が
、
や
や
早
過
ぎ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
う

ぐ
ひ
す
」
を
詠
む
と
い
う
こ
と
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
、
帥
の
邸
宅
の
庭
に
ウ
グ
イ
ス
が
訪
れ
た
。「
梅
」

と
「
う
ぐ
ひ
す
」
の
取
り
合
わ
せ
が
、
宴
の
雅
と
な
る
こ
と
を
承
知
し
て

い
た
若
麻
呂
は
、
上
司
の
奥
嶋
の
歌
を
受
け
て
、
急
遽
そ
う
し
た
歌
を
な

し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
「
う
ぐ
ひ
す
」
を
詠
ん
だ
歌
は
、
下
座
の
志
氏
大
道
（
巻
五
・
八
三
七
）

以
後
の
歌
に
集
中
す
る
（
巻
五
・
八
三
八
、
八
四
一
、
八
四
二
、
八
四
五
）。

若
麻
呂
の
歌
が
披
露
さ
れ
て
か
ら
、
彼
ら
の
歌
が
披
露
さ
れ
る
ま
で
、
十

分
な
時
間
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
せ
っ
か
く
訪
れ
た
ウ

グ
イ
ス
に
合
わ
せ
て
、
次
々
と
「
う
ぐ
ひ
す
」
を
詠
む
歌
が
生
ま
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
う
考
え
て
よ
い
と
す
れ
ば
、
若
麻
呂
は
そ
の
場
の
空
気
を
読
ん
で
、

機
敏
に
対
応
し
た
こ
と
に
な
る
。
表
現
の
巧
拙
は
別
と
し
て
、
気
働
き
が
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必
要
な
陪
席
の
一
員
と
し
て
、
そ
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
た
の
だ

と
見
て
よ
い
。

　

さ
て
、
張
福
子
の
歌
は
、
次
の
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

梅
の
花　

咲
き
て
散
り
な
ば　

桜
花　

継
ぎ
て
咲
く
べ
く　

な
り
に

て
あ
ら
ず
や�

（
巻
五
・
八
二
九
）

　

こ
の
「
咲
き
て
散
り
な
ば
」
は
、
序
文
の
「
詩
に
落
梅
の
篇
を
紀
す
」

を
受
け
た
も
の
。
陪
席
の
人
た
ち
も
〈
散
る
〉
こ
と
を
う
た
っ
て
い
た

（
巻
五
・
八
二
三
、
八
二
四
）
が
、
福
子
は
「
主
人
」
旅
人
の
序
と
、〈
散

る
〉
こ
と
を
う
た
う
上
座
の
歌
々
（
巻
五
・
八
一
六
、
八
二
一
、
八
二
二
）

を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
は
言
え
、
旅
人
が
「
我
が
苑
の　

梅
の
花
散
る
」（
巻
五
・
八
二
二
）

と
う
た
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
は
仮
定
で
あ
る
。
北
九
州
一
帯

に
お
け
る
ハ
ク
バ
イ
の
満
開
は
、
通
常
二
月
の
下
旬（

（2
（

だ
が
、
こ
の
宴
は
太

陽
暦
の
二
月
八
日
。
し
か
も
、
こ
の
日
の
天
候
が
穏
や
か
で
あ
っ
た
こ
と

も
窺
え
る
。
何
枚
か
の
花
び
ら
は
、
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
た
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
全
体
と
し
て
は
ま
だ
散
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高

い
。
大
伴
百
代
が
「
梅
の
花　

散
ら
く
は
い
づ
く
」（
巻
五
・
八
二
三
）
と

疑
問
を
呈
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
旅
人
の
歌
を
筆
頭
と
す
る
落
梅
の

歌
を
虚
構
と
す
る
説
も
あ
る（

（2
（

。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
序
文
に
示
さ
れ
た
課

題
に
応
じ
て
作
ら
れ
た
歌
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

三
句
目
以
下
は
、
た
と
え
梅
が
散
っ
て
し
ま
っ
て
も
、
次
の
機
会
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。「
常
識
的
な
こ
と
に
過
ぎ
な
い
」
と
、

に
べ
も
な
い
評
も
あ
る（

（3
（

が
、
そ
の
時
は
ま
た
伺
候
し
ま
す
、
と
い
う
意

を
、
当
然
含
ん
で
い
よ
う
。
福
子
は
大
宰
府
管
下
の
役
人
だ
が
、
こ
う
し

た
宴
席
で
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
長
官
で
あ
っ
た
「
主
人
」
旅

人
に
対
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。
次
も
あ
り
ま
す
、
と
い
う
こ
の
歌
は
、
高

貴
な
「
主
人
」
に
献
ず
る
歌
と
し
て
、
適
切
な
配
慮
を
含
ん
で
い
る
と
見

て
よ
い
。
張
福
子
の
姿
は
こ
こ
以
外
に
見
ら
れ
な
い
が
、
表
現
の
巧
拙
と

い
う
物
差
し
で
は
な
く
、
身
分
秩
序
を
前
提
と
し
た
社
交
の
場
の
歌
と
し

て
見
れ
ば
、
そ
れ
は
十
分
合
格
点
の
つ
く
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
、
板
茂
連
安
麻
呂
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。

春
な
れ
ば　

諾
も
咲
き
た
る　

梅
の
花　

君
を
思
ふ
と　

夜
も
寝
な

く
に�

（
巻
五
・
八
三
一
）

　

大
宰
帥
の
邸
宅
の
ウ
メ
が
暦
に
合
わ
せ
て
き
ち
ん
と
咲
い
た
こ
と
を
、

「
諾
」
と
納
得
し
て
い
る
の
だ
。
ウ
メ
を
「
君
」
と
呼
び
、
擬
人
化
し
て
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い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
梅
を
こ
の
日
の
主
賓
と
し
て
い
る
と
す
る

見
方
も
あ
る（

（3
（

。「
梅
を
招
き
つ
つ
」（
巻
五
・
八
一
五
）
に
基
づ
く
見
方
だ

が
、
梅
も
我
々
の
一
員
と
し
て
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
と
見
た
方
が
よ
か
ろ

う
。「
主
人
」
は
あ
く
ま
で
も
旅
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
さ
す
が
に

大
伴
卿
の
お
屋
敷
の
ウ
メ
殿
で
、
な
る
ほ
ど
風
流
を
弁
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
歌
も
、
近
代
の
辛
口
の
歌
人
に
は
「
形
式
的
で
あ
る（

（3
（

」
と
切
り
捨

て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
て
「
梅
」
を
擬
人
化
し
た
点
が
、
こ
の
歌
の

最
大
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
暦
の
通
り
見
事
に
咲
い
た
ウ
メ
に
対
し
て

「
諾
」
と
賛
辞
を
送
り
、
そ
れ
を
受
け
た
下
の
句
は
、
そ
の
お
蔭
で
眠
れ

な
い
、
と
い
う
オ
チ
に
し
て
い
る
。
宴
席
は
和
や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
合
わ
せ
、
十
分
に
楽
し
ん
で
い
る

こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
つ
の
な
い
一
首
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
近
代
の
歌
人
の
評
価（

（3
（

は
別
と
し
て
、
渡
来

系
氏
族
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
五
人
は
、
総
じ
て
宴
席
の
気
分
を

き
ち
ん
と
捉
え
た
上
で
、
気
配
り
を
見
せ
つ
つ
歌
を
披
露
し
て
い
た
、
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
、
い
ず
れ
も
上
司
の
機
嫌
を
損
ね
る

よ
う
な
歌
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
当
時
の
律
令
官
人
と
し
て

は
、
そ
れ
で
十
分
に
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

四

　

一
方
、
渡
来
系
の
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
断
言
で
き
な
い
五
人
は
、

ど
の
よ
う
な
歌
を
披
露
し
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
も
下
座
の
人
た
ち
だ

が
、
ま
ず
は
少
令
史
の
田
氏
肥
人
。
次
の
よ
う
な
一
首
で
あ
る
。

梅
の
花　

今
盛
り
な
り　

百
鳥
の　

声
の
恋
し
き　

春
来
た
る
ら
し

�

（
巻
五
・
八
三
四
）

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
九
州
に
お
い
て
ハ
ク
バ
イ
が
満
開
に
な
る

の
は
二
月
の
下
旬
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
月
八
日
の
こ
の
宴
で
、
実

際
に
「
盛
り
」
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
。
し
か
し
、「
盛

り
」
で
あ
っ
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
大
宰
帥
主
催
の
こ
の
宴
を
寿
ぐ
た

め
に
は
、
建
前
と
し
て
、
こ
う
詠
む
こ
と
が
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
も
、
こ
の
初
句
と
第
二
句
は
、
葛
井
連
大
成
の
歌
（
巻
五
・
八

二
○
）
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
形
で
上
座
の
歌
に
同
調
す

る
こ
と
も
、
こ
の
宴
を
寿
ぐ
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
結
果
に
違
い
あ
る
ま

い
。

　

ま
た
、「
百
鳥
の
声
」
も
春
を
象
徴
す
る
景
物
で
あ
る
。
額
田
王
の
春
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秋
競
憐
歌
の
「
冬
隠
り　

春
去
り
来
れ
ば　

鳴
か
ざ
り
し　

鳥
も
来
鳴
き

ぬ
」（
巻
一
・
一
六
）
を
思
い
出
さ
せ
る
。
末
尾
の
「
ら
し
」
は
、「
梅
の

花　

今
盛
り
な
り
」
と
い
う
事
実
を
根
拠
と
し
た
推
量
で
あ
る
。
こ
れ

も
、
実
際
に
た
く
さ
ん
の
鳥
が
訪
れ
て
い
た
か
否
か
は
、
必
ず
し
も
関
係

あ
る
ま
い
。
あ
る
べ
き
姿
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
交
の
場
の
歌
と
し
て
は
、
た
と
え
ど
の
よ
う
な
状
態

で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
の
日
を
肯
定
的
に
詠
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
、
大
宰
帥
の
邸
宅
の
庭
に
対
す
る
讃
美
と
な
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た
催

し
を
主
催
す
る
「
主
人
」
に
対
す
る
讃
美
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
「
類
型
的（

（3
（

」
だ
と
か
、「
適
切
な
も
の
だ
と
は
云
へ

な
い（

（3
（

」
な
ど
と
す
る
評
も
あ
る
。
し
か
し
、
宴
を
寿
ぐ
下
級
官
僚
の
歌
と

し
て
は
、
適
切
な
も
の
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

　

続
い
て
、
薬
師
高
氏
義
通
の
歌
で
あ
る
。

春
去
ら
ば　

逢
は
む
と
思
ひ
し　

梅
の
花　

今
日
の
遊
び
に　

相
見

つ
る
か
も�

（
巻
五
・
八
三
五
）

　

右
は
、
肥
人
の
歌
の
次
に
披
露
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
大
宰
帥
の
邸
宅
の

「
梅
の
花
」
を
擬
人
化
し
た
も
の
で
あ
る
。「
梅
の
花
」
の
擬
人
化
は
、
四

人
前
に
披
露
し
た
安
麻
呂
の
歌
（
巻
五
・
八
三
一
）
を
受
け
た
も
の
と
見

ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
特
別
な
も
の
と
見
做
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
か
ね

て
か
ら
そ
の
「
梅
の
花
」
に
逢
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
待
望
の
「
今

日
」
と
い
う
特
別
な
日
に
逢
う
こ
と
が
で
き
た
、
と
い
う
感
動
を
う
た
っ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
宴
の
主
催
者
で
あ
る
大
宰
帥
に
対
し
て
、
感

謝
の
意
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。
宴
席
に
お
け
る
下
僚
の
歌
と
し
て
、
適

切
な
一
首
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
春
去
ら
ば　

逢
は
む
と
思
ひ
し　

梅
の
花
」
と
い
う
上
の
句
は
、
過

去
の
思
い
。
そ
し
て
、「
梅
の
花
」
が
上
下
を
繋
ぐ
形
で
、「
梅
の
花　

今

日
の
遊
び
に　

相
見
つ
る
か
も
」
と
い
う
現
在
の
感
慨
が
詠
ま
れ
て
い

る
。
三
句
目
に
「
梅
の
花
」
と
い
う
句
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、
実
に

効
果
的
で
あ
る
。

　

次
に
、
筑
前
目
の
田
氏
真
上
の
歌
。

春
の
野
に　

霧
立
ち
渡
り　

降
る
雪
と　

人
の
見
る
ま
で　

梅
の
花

散
る�

（
巻
五
・
八
三
九
）

　
「
散
る
」
梅
を
詠
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
も
実
際
に
散
っ
て
い
た
か
否
か

を
詮
索
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
は
序
文
の
「
請
は
く
は
落
梅
の
篇

を
紀
せ
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
四
句
目
の
「
人
の
見
る
ま

で
」
が
、
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我
が
園
に　

梅
の
花
散
る　

ひ
さ
か
た
の　

天
よ
り
雪
の　

流
れ
来

る
か
も�

（
巻
五
・
八
二
二
）

と
い
う
「
主
人
」
の
歌
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
確
実
で
あ
る
。

直
前
の
歌
（
巻
五
・
八
三
八
）
は
「
う
ぐ
ひ
す
」
を
詠
ん
で
い
る
の
に
、

真
上
の
歌
に
は
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
真
上
は
、
旅
人
の
与
え
た
課
題
と
そ

の
歌
の
み
を
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

初
句
と
第
二
句
は
「
第
三
句
の
「
降
る
」
に
か
か
る
と
す
る
説
と
、
第

五
句
に
か
か
る
と
す
る
説
と
が
あ
る
。
仮
に
後
者
に
従
う
が
、
前
者
の
案

も
捨
て
難
い（

（3
（

」
と
す
る
注
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
歌
は
木
簡
に
認
め
ら

れ
、「
主
人
」
の
旅
人
に
献
呈
さ
れ
た
歌
を
、
陪
席
の
官
人
が
口
頭
で
披

露
し
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。
第
二
句
は
連
用
形
の
中
止
法
だ
か

ら
、
そ
こ
で
息
が
継
が
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
と
す
れ
ば
、
声
の
歌
を
聞

い
た
人
た
ち
に
迷
う
余
地
は
な
か
っ
た
、
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
一
同
の
者
は
、
そ
の
段
階
で
、
春
の
野
に
霧
が
一
面
に
立

ち
込
め
て
い
る
様
子
を
思
い
浮
か
べ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
三
句
目
以

下
を
聞
い
た
時
、
あ
た
か
も
「
降
る
雪
」
の
よ
う
に
、
大
宰
帥
邸
の
庭

で
、
は
ら
は
ら
と
散
っ
て
い
る
ウ
メ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
外
の
景
の
五
七
と
、
内
の
景
の
五
七
七
で
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
こ
の
歌
群
を
都
で
、
文
書
の
形
で
受
け
取
っ
た
吉
田
宜

（
巻
五
・
八
六
四
～
八
六
七
）
は
、
違
っ
た
受
け
止
め
方
を
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
第
五
句
に
か
か
る
と
す
る
理
解
は
、
文
字
に
定
着
し
た
歌
を
読
ん

だ
時
に
、
初
め
て
可
能
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
梅
花
宴
の
参
加
者
た
ち

が
読
み
上
げ
る
声
を
聞
い
て
理
解
し
た
こ
と
と
、
後
に
都
の
吉
田
宜
が
、

文
字
で
書
か
れ
た
そ
の
歌
を
読
ん
で
理
解
し
た
こ
と
と
は
、
必
ず
し
も
同

じ
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
、
霧
と
霞
は
気
象
現
象
と
し
て
は
同
じ
も
の
だ
が
、
周
知
の
よ
う

に
、
平
安
時
代
以
後
、
春
は
「
霞
」、
秋
は
「
霧
」
と
固
定
化
し
た
。『
万

葉
集
』
の
用
例
も
概
ね
固
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
例
外
の
一
つ
。『
万

葉
集
』
中
、
真
上
の
歌
は
こ
の
一
首
の
み
。
定
着
し
つ
つ
あ
っ
た
作
歌
の

慣
例
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
作
歌
に
習
熟
し
て
い
な

か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

四
人
目
は
、
対
馬
目
高
氏
老
で
あ
る
。

う
ぐ
ひ
す
の　

音
聞
く
な
へ
に　

梅
の
花　

我
家
の
園
に　

咲
き
て

散
る
見
ゆ�

（
巻
五
・
八
四
一
）

　

当
該
歌
に
は
、
肥
人
の
歌
（
巻
五
・
八
三
四
）
を
受
け
た
も
の
と
す
る

説（
（3
（

と
、
榎
氏
鉢
麻
呂
の
歌
（
巻
五
・
八
三
八
）
を
受
け
た
も
の
と
す
る
説（

（3
（
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が
あ
る
。
し
か
し
、「
う
ぐ
ひ
す
」
は
す
で
に
四
首
（
巻
五
・
八
二
四
、
八

二
七
、
八
三
七
、
八
三
八
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
。「
梅
」
が
「
散
る
」
こ
と

も
、
先
行
す
る
歌
々
（
巻
五
・
八
一
六
、
八
二
一
、
八
二
二
、
八
二
三
、
八

二
四
、
八
二
九
、
八
三
八
、
八
三
九
）
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
直
前
の
村
氏

彼
方
の
歌
（
巻
五
・
八
四
○
）
と
同
じ
く
、
三
句
目
に
「
梅
の
花
」
と
い

う
句
を
置
い
て
い
る
。
特
定
の
歌
を
意
識
し
た
も
の
と
見
る
よ
り
は
、
宴

席
全
体
の
雰
囲
気
を
踏
ま
え
た
上
で
、
進
行
状
況
を
も
見
据
え
つ
つ
、
披

露
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
「
我
が
家
の
苑
」（
巻
五
・
八
一
六
、
八
三
七
）「
我
が
園
」（
巻
五
・
八
二

二
、
八
二
四
）
と
い
う
表
現
が
、
先
行
す
る
歌
に
す
で
に
見
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
は
老
の
自
宅
の
庭
で
は
な
く
、
帥
の
邸
宅
の
庭
園
を
指

し
、
帥
の
邸
宅
の
庭
を
「
一
同
わ
れ
ら
の
詩
の
園
」
と
見
做
す
こ
と
が
こ

の
日
の
出
席
者
全
員
の
了
解
事
項
に
な
っ
て
い
た
と
す
る
見
方
が
あ
る（

（4
（

。

そ
の
一
方
に
、「
主
人
」
の
立
場
で
う
た
っ
た
も
の（

（4
（

と
す
る
見
方
も
あ
る
。

　

と
は
言
え
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
こ
の
宴
の
参
加
者
た
ち
は
当
意
即
妙
に

歌
が
詠
め
た
、
と
い
う
こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
老
に
は
ほ

か
に
歌
が
見
え
な
い
。
ま
た
、「
梅
の
花
」
を
擬
人
化
し
た
歌
も
見
ら
れ

る
中
、「
う
ぐ
ひ
す
の
声
」（
巻
二
十
・
四
四
五
五
）
で
は
な
く
、「
う
ぐ
ひ

す
の
音
」
と
い
う
の
は
、
や
や
無
粋
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
言
葉
の
選

び
方
の
不
適
切
さ
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
単
に
古
歌
を
利

用
し
た
た
め
の
齟
齬
と
見
る
べ
き
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
作
歌
に
対
す
る

習
熟
度
が
高
か
っ
た
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、
薩
摩
目
の
高
氏
海
人
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。

我
が
屋
前
の　

梅
の
下
枝
に　

遊
び
つ
つ　

う
ぐ
ひ
す
鳴
く
も　

散

ら
ま
く
惜
し
み�

（
巻
五
・
八
四
二
）

　

か
つ
て
「
チ
ラ
マ
ク
ヲ
シ
ミ
は
普
通
に
見
ら
れ
る
擬
人
で
あ
る
が
、
や

や
う
る
さ
い（

（4
（

」
と
す
る
評
も
あ
っ
た
。
ま
た
、「
主
人
に
對
す
る
挨
拶
の

心
を
婉
曲
に
現
は
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
上
の
〔
八
二
四
〕
の
竹
の

林
に
鳴
く
鶯
と
全
く
同
工
異
曲
で
あ
る
。
か
う
し
た
形
が
既
に
一
つ
の
型

と
な
つ
て
ゐ
た
か
と
思
は
せ
る
も
の
で
あ
る（

（4
（

」
と
す
る
評
も
あ
る
。
し
か

し
、「
う
ぐ
ひ
す
」
を
擬
人
化
す
る
こ
と
も
、「
挨
拶
」
の
「
一
つ
の
型
」

だ
と
見
て
よ
い
。
社
交
の
歌
に
と
っ
て
は
、
同
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

融
和
の
気
分
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
う
し
た
目

的
に
沿
っ
た
形
式
に
基
づ
く
一
首
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
下
座
の
彼
ら
が
渡
来
系
氏
族
で
あ
っ
た
か

否
か
は
別
と
し
て
、
総
じ
て
「
主
人
」
の
設
定
し
た
宴
の
趣
旨
に
何
と
か

対
応
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
人
的
な
資

質
を
持
つ
人
が
少
な
か
っ
た
た
め
か
、
や
や
熟
さ
な
い
表
現
も
散
見
さ
れ
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た
が
、
宴
の
雰
囲
気
を
壊
す
ほ
ど
の
失
敗
作
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
と
す
れ
ば
、「
翰
苑
」
を
標
榜
す
る
雅
宴
に
、
多
く
の
官
人
た
ち
が

最
低
限
の
対
応
は
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
天
平
初
年
の
大
宰

府
に
は
、
こ
う
し
た
文
化
的
な
環
境
が
整
っ
て
い
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ

う
。

五

　

右
が
す
べ
て
自
作
の
歌
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
不
明
と
言
う
し
か
な

い
。
と
は
言
え
、
し
ば
し
ば
歌
会
を
催
す
上
司
を
持
て
ば
、
梅
花
宴
の
よ

う
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
い
た
時
に
は
、
そ
の
下
僚
は
無
理
を
し
て
で
も

歌
を
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
前
に
誰
か
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
歌

を
持
参
し
た
者
が
い
て
も
、
決
し
て
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。
微
妙
に
季

節
感
の
ず
れ
の
見
ら
れ
る
歌
が
あ
る
の
も
、
そ
う
し
た
理
由
に
よ
る
の
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
予
め
用
意
し
て
来
た
歌
を
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ

て
、
多
少
手
直
し
し
た
歌
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
参
加
者
た
ち
は
総

じ
て
、
宴
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
努
力

し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
や
や
熟
さ
な
い
表
現
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
で

臨
機
応
変
に
十
全
な
歌
が
詠
め
る
者
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

渡
来
系
氏
族
と
言
っ
て
も
、
自
ら
海
を
渡
っ
て
来
た
人
は
一
人
も
い
な

い
。
む
し
ろ
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
、
こ
の
列
島
で
生
活
し
て
来
た
氏
族

の
出
身
者
の
方
が
多
い
。
家
系
の
レ
ッ
テ
ル
は
渡
来
系
で
も
、
彼
ら
が
長

年
に
わ
た
っ
て
古
代
国
家
の
形
成
の
一
翼
を
担
っ
て
来
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。
ま
た
、
そ
の
第
一
言
語
が
当
時
の
日
本
語
で
あ
っ
た
こ
と
も
疑
い

が
な
い
。

　

平
城
京
を
中
心
と
し
た
文
化
の
一
つ
に
、
宴
席
に
お
け
る
歌
の
披
露
が

あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
社
会
的
慣
習
の
生
成
と
成
熟
に
、
彼
ら
も
貢
献
し

て
来
た
こ
と
が
窺
え
る
。
陪
席
の
大
典
と
少
典
は
渡
来
系
氏
族
の
出
身
者

だ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
文
書
の
作
成
は
、
渡
来
系
の
職
掌
だ
っ
た
。
歌
が

文
字
化
さ
れ
、
歌
稿
と
し
て
残
さ
れ
て
行
く
こ
と
に
関
し
て
、
彼
ら
の
貢

献
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。
歌
集
が
形
成
さ
れ
る
母
胎
と
な
っ
た
歌
稿
の

蓄
積
に
も
、
彼
ら
の
果
た
し
た
役
割
を
過
小
に
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

渡
来
系
と
断
定
で
き
な
か
っ
た
人
た
ち
も
、
梅
花
宴
で
は
、
そ
の
趣
旨

に
適
っ
た
歌
を
披
露
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
宴
に
参
加
し
た
人
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
渡
来
系
氏
族
で
な
い
人

の
方
が
多
い
。
彼
ら
も
「
相
継
い
で
詠
を
な
し
て
、
乱
れ
ぬ
体
系
を
完
結

し
た（

（4
（

」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、
概
ね
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を

披
露
し
て
い
る
。
そ
の
点
は
改
め
て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
両



國學院雜誌　第 116 巻第 1号（2015） ─ 60 ─

者
を
比
較
す
る
と
、
渡
来
系
の
人
た
ち
に
特
有
の
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

む
し
ろ
、
そ
の
事
実
こ
そ
、
彼
ら
も
歌
文
化
の
生
成
と
成
熟
の
一
翼
を

担
っ
た
こ
と
の
証
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
機
会
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

注（１
）
拙
稿
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
『
万
葉
集
』

─
旅
人
周
辺
の
百
済
系
の
人
々
を
中
心

に

─
」（「
国
語
と
国
文
学
」
八
六
巻
四
号
・
二
○
○
九
）。

（
２
）
拙
稿
「『
万
葉
集
』
の
宴
席
を
考
え
る

─
梅
花
の
宴
を
通
し
て

─
」（「
語
文
」

一
四
三
輯
・
二
○
一
二
）。

（
３
）
土
屋
文
明
『
旅
人
と
憶
良
』（
創
元
社
・
一
九
四
二
）、
渡
部
和
雄
「
憶
良
の
前
半

生
」（「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
三
四
巻
二
号
・
一
九
六
九
）、
中
西
進
「
憶
良

帰
化
人
論
」（「
國
學
院
雜
誌
」
七
○
巻
一
一
号
・
一
九
六
九
）、
同
「
家
系
」

（『
山
上
憶
良
』
河
出
書
房
新
社
・
一
九
七
三
）
な
ど
。

（
４
）
青
木
和
夫
「
憶
良
帰
化
人
説
批
判
」（『
萬
葉
集
研
究　

第
二
集
』
塙
書
房
・
一
九

七
三
）、
井
村
哲
夫
「
憶
良
伝
一
斑

─
世
に
出
る
ま
で

─
」（『
憶
良
と
虫
麻

呂
』
桜
楓
社
・
一
九
七
三
）、
佐
伯
有
清
「
山
上
氏
の
出
自
と
性
格
」（『
古
代
東

ア
ジ
ア
史
論
集　

下
巻
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
八
）、
同
「
憶
良
は
天
智
朝
の

渡
来
人
か
」（「
国
文
学
」
二
五
巻
一
一
号
・
一
九
八
○
）
な
ど
。

（
５
）
大
久
保
廣
行
「
葛
井
氏
の
歌
詠
と
伝
統
」（『
筑
紫
文
学
圏
論　

大
伴
旅
人　

筑
紫

文
学
圏
』
笠
間
書
院
・
一
九
九
八
）。

（
６
）
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究　

本
文
編
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
二
）。

（
７
）
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考 

九
』
は
「
史
の
下
に
部
を
略
け
る
か
」
と
す
る
が
、
諸
注

は
そ
れ
を
引
用
す
る
。『
続
日
本
紀
』
に
登
場
す
る
の
は
、
史
戸
氏
で
あ
る
。

（
８
）
関
晃
「
史
部
」（『
国
史
大
辞
典　

第
十
二
巻
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
）。

（
９
）
関
晃
「
東
西
の
史
部
」（『
帰
化
人
』
至
文
堂
・
一
九
六
六
）。

（
10
）
注
２
に
同
じ
。

（
11
）
沖
森
卓
也
・
佐
藤
信
・
矢
嶋
泉
『
藤
氏
家
伝　

鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂
伝　

注

釈
と
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
九
）。

（
12
）
武
田
祐
吉
『
増
訂 

萬
葉
集
全
註
釋 

五
』（
角
川
書
店
・
一
九
五
七
）。

（
13
）
鹿
持
雅
澄
『
萬
葉
集
古
義
』。
近
年
で
も
、井
村
哲
夫
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
五
』

（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
）、
小
島
憲
之
ほ
か
『
萬
葉
集
②
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
〉』（
小
学
館
・
一
九
九
五
）、
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
三
』（
集
英
社
・
一
九
九

六
）、
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
三
』（
笠
間
書
院
・
二
○
○
七
）、
多
田
一

臣
『
万
葉
集
全
解
２
』（
筑
摩
書
房
・
二
○
○
九
）
な
ど
、
多
く
の
注
釈
書
が
そ

の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
14
）
小
島
憲
之
ほ
か
『
萬
葉
集
②
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉』、
多
田
一
臣
『
万
葉

集
全
解
２
』
な
ど
。

（
15
）
東
京
帝
國
大
學
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書
二
』（
東
京
帝
國
大
學
・
一
九

○
一
）。

（
16
）
竹
内
理
三
ほ
か
編
『
日
本
古
代
人
名
辞
典　

第
四
巻
』（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六

三
）。

（
17
）
小
島
憲
之
ほ
か
『
萬
葉
集
②
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉』、
伊
藤
博
『
萬
葉
集

釋
注
三
』、
佐
竹
昭
広
ほ
か
『
萬
葉
集
一
〈
新
日
本
古
典
文
学
大
系
〉』（
岩
波
書

店
・
一
九
九
九
）、
阿
蘇
瑞
枝
『
萬
葉
集
全
歌
講
義
三
』、
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全

解
２
』
な
ど
。

（
18
）『
大
阪
府
の
地
名
Ⅱ
〔
日
本
歴
史
地
名
大
系
〕』（
平
凡
社
・
一
九
八
六
）。

（
19
）
平
野
邦
雄
「
畿
内
の
帰
化
人
」（『
帰
化
人
と
古
代
国
家
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九

三
）。

（
20
）
岡
田
芳
朗
ほ
か
編
『
日
本
暦
日
総
覧　

具
注
暦
篇　

古
代
中
期
１
』（
本
の
友
社
・

一
九
九
三
）。

（
21
）
土
屋
文
明
『
萬
葉
集
私
注
三
〔
新
訂
版
〕』（
筑
摩
書
房
・
一
九
七
六
）。

（
22
）
武
田
祐
吉
『
増
訂 

萬
葉
集
全
註
釋 

七
』（
角
川
書
店
・
一
九
五
七
）。

（
23
）
大
久
保
廣
行
「
梅
花
の
歌
三
十
二
首
」（
神
野
志
隆
光
ほ
か
編
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
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の
歌
人
と
作
品　

第
四
巻
』
和
泉
書
院
・
二
○
○
○
）。

（
24
）
伊
藤
博
『
萬
葉
集
釋
注
三
』）。

（
25
）
土
居
光
知
「『
万
葉
集
』
巻
五
に
つ
い
て
」（『
古
代
伝
説
と
文
学
』
岩
波
書
店
・

一
九
六
○
）。

（
26
）
注
２
に
同
じ
。

（
27
）
大
後
美
保
『
季
節
の
事
典
』（
東
京
堂
出
版
・
一
九
六
一
）。
こ
の
本
は
、
温
暖
化

が
問
題
と
な
る
高
度
成
長
期
以
前
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
万

葉
の
時
代
の
季
節
感
を
考
え
る
上
で
、
十
分
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
28
）
注
27
に
同
じ
。

（
29
）
澤
瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋　

巻
第
五
』（
中
央
公
論
社
・
一
九
六
○
）。

（
30
）
注
21
に
同
じ
。

（
31
）
菊
川
恵
三
「
梅
花
の
宴
試
論

─
宴
席
歌
・
季
節
歌
と
の
比
較
か
ら

─
」（『
萬

葉
集
研
究　

第
三
十
一
集
』
塙
書
房
・
二
○
一
○
）。

（
32
）
注
21
に
同
じ
。

（
33
）
た
と
え
ば
、
斎
藤
茂
吉
『
万
葉
秀
歌　

上
』（
岩
波
書
店
・
一
九
三
八
）
は
、
梅

花
宴
の
歌
を
一
首
も
取
っ
て
い
な
い
。
根
本
的
に
物
差
し
が
違
う
の
で
あ
ろ
う
。

（
34
）
注
21
に
同
じ
。

（
35
）
窪
田
空
穂
『
萬
葉
集
評
釋　

第
四
巻
［
新
訂
版
］』（
東
京
堂
出
版
・
一
九
八
四
）。

（
36
）
小
島
憲
之
ほ
か
『
萬
葉
集
②
〈
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〉』。

（
37
）
注
２
に
同
じ
。

（
38
）
伊
藤
博
「
園
梅
の
賦
」（『
萬
葉
集
の
歌
人
と
作
品　

下
』
塙
書
房
・
一
九
七
五
）。

（
39
）
青
木
生
子
ほ
か
『
萬
葉
集
二
〈
新
潮
日
本
古
典
集
成
〉』（
新
潮
社
・
一
九
七
八
）。

（
40
）
注
39
に
同
じ
。

（
41
）
多
田
一
臣
『
万
葉
集
全
解
２
』。

（
42
）
注
21
に
同
じ
。

（
43
）
注
35
に
同
じ
。

（
44
）
注
24
に
同
じ
。


